
(57)【要約】

【課題】本発明は、安価で、かつ施工性を向上できる鉄

筋コンクリート造の鉛直構造部材の連結構造を提供する

。

【解決手段】中柱６は、上下方向に前記鉛直構造部材１

ａ、１ｂが連接されており、複数の主筋２ａ、２ｂが、

端部どうしを向かい合わせて配置される。上下方向に向

かい合いながら、所定の離間間隔をもって並列に配置さ

れる複数の主筋２ａ、２ｂは、機械式継ぎ手部材４を介

して機械式継ぎ手を形成された構成が、１本おきに形成

されており、その他は、端部同士を向かい合わせたまま

コンクリート３に埋設される。これら中柱６には、上下

方向に向かい合いながら、所定の離間間隔をもって並列

に配置される複数の前記主筋２ａ、２ｂの組み合わせが

、各側面各々に配列されており、各側面毎で機械式継ぎ

手を形成されている上下方向に向かい合前記主筋２ａ、

２ｂが、１本おきに配置される。

【選択図】　図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
鉛 直 方 向 に 延 在 し 、 所 定 の 離 間 間 隔 を も っ て 並 列 に 配 置 さ れ た 複 数 の 主 筋 を 備 え る 鉄 筋 コ
ン ク リ ー ト 造 の 鉛 直 構 造 部 材 の 連 結 構 造 で あ っ て 、
前 記 鉛 直 構 造 部 材 が 、 鉛 直 方 向 で 同 軸 と な る よ う に 上 下 に 連 続 し て 複 数 建 て 込 ま れ て お り
、
下 方 に 位 置 す る 鉛 直 構 造 部 材 の 主 筋 の 上 端 部 が 、 上 方 に 位 置 す る 鉛 直 構 造 部 材 の 主 筋 の 下
端 部 に 向 か い 合 う と と も に 、
１ 本 お き に 機 械 式 継 ぎ 手 部 材 を 介 し て 機 械 式 継 ぎ 手 を 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 鉛 直 構
造 部 材 の 連 結 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 鉛 直 構 造 部 材 の 連 結 構 造 に お い て 、
前 記 鉛 直 構 造 部 材 が 、 構 造 物 の 中 柱 を 構 成 し て お り 、
該 鉛 直 構 造 部 材 を 構 成 す る 主 筋 の 継 ぎ 手 が 、 階 高 の 中 央 近 傍 に 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す
る 鉛 直 構 造 部 材 の 連 結 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 鉛 直 構 造 部 材 の 連 結 構 造 に お い て 、
前 記 鉛 直 構 造 部 材 が 、 高 層 も し く は 超 高 層 の 構 造 物 に 備 え ら れ る コ ア ウ ォ ー ル の 耐 震 壁 部
に 用 い ら れ て お り 、
該 鉛 直 構 造 部 材 を 構 成 す る 主 筋 の 継 ぎ 手 が 、 階 高 の 中 央 近 傍 に 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す
る 鉛 直 構 造 部 材 の 連 結 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 の 鉛 直 構 造 部 材 、 及 び 鉛 直 構 造 部 材 の 連 結 構 造 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 よ り 、 構 造 物 の 柱 や 、 高 層 も し く は 超 高 層 の 構 造 物 に 備 え ら れ る コ ア ウ ォ ー ル に お い
て 、 主 筋 に 太 径 鉄 筋 を 用 い る 場 合 、 こ れ ら の 高 強 度 太 径 鉄 筋 の 鉄 筋 継 ぎ 手 に は 、 例 え ば 特
許 文 献 １ に 示 す よ う に 、 ス リ ー ブ 等 を 用 い た 機 械 式 継 ぎ 手 が 用 い ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
実 開 平 ０ ５ － ７ ８ ７ ０ ６ 号 公 報 （ 図 ８ 参 照 ）
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し 、 ス リ ー ブ 等 の 機 械 式 継 ぎ 手 部 材 は コ ス ト が 高 く 、 高 層 Ｒ Ｃ 造 及 び 超 高 層 Ｒ Ｃ 造 建
物 の 鉄 筋 工 事 費 の う ち 、 機 械 式 継 ぎ 手 部 材 に 係 る 費 用 の 占 め る 割 合 は 、 １ ／ ３ 以 上 と な っ
て い る 。 コ ス ト 競 争 の 厳 し い 中 、 継 ぎ 手 コ ス ト の 削 減 が 望 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
上 記 事 情 に 鑑 み 、 本 発 明 は 、 安 価 で 、 か つ 施 工 性 を 向 上 で き る 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 の 鉛 直
構 造 部 材 、 及 び 鉛 直 構 造 部 材 の 連 結 構 造 を 提 供 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
請 求 項 １ 記 載 の 鉛 直 構 造 部 材 の 連 結 構 造 は 、 鉛 直 方 向 に 延 在 し 、 所 定 の 離 間 間 隔 を も っ て
並 列 に 配 置 さ れ た 複 数 の 主 筋 を 備 え る 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 の 鉛 直 構 造 部 材 の 連 結 構 造 で あ
っ て 、 前 記 鉛 直 構 造 部 材 が 、 鉛 直 方 向 で 同 軸 と な る よ う に 上 下 に 連 続 し て 複 数 建 て 込 ま れ
て お り 、 下 方 に 位 置 す る 鉛 直 構 造 部 材 の 主 筋 の 上 端 部 が 、 上 方 に 位 置 す る 鉛 直 構 造 部 材 の
主 筋 の 下 端 部 に 向 か い 合 う と と も に 、 １ 本 お き に 機 械 式 継 ぎ 手 部 材 を 介 し て 機 械 式 継 ぎ 手
を 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
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請 求 項 ２ 記 載 の 鉛 直 構 造 部 材 の 連 結 構 造 は 、 前 記 鉛 直 構 造 部 材 が 、 構 造 物 の 中 柱 を 構 成 し
て お り 、 該 鉛 直 構 造 部 材 を 構 成 す る 主 筋 の 継 ぎ 手 が 、 階 高 の 中 央 近 傍 に 配 置 さ れ る こ と を
特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
請 求 項 ３ 記 載 の 鉛 直 構 造 部 材 の 連 結 構 造 は 、 前 記 鉛 直 構 造 部 材 が 、 高 層 も し く は 超 高 層 の
構 造 物 に 備 え ら れ る コ ア ウ ォ ー ル の 耐 震 壁 部 に 用 い ら れ て お り 、 該 鉛 直 構 造 部 材 を 構 成 す
る 主 筋 の 継 ぎ 手 が 、 階 高 の 中 央 近 傍 に 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の 鉛 直 構 造 部 材 の 連 結 構 造 を 、 図 １ ～ 図 ４ に 示 す 。 本 発 明 の 鉛 直 構 造 部 材 の 連 結 構
造 は 、 上 下 に 建 て 込 ま れ た 鉛 直 構 造 部 材 の 各 々 に 備 え ら れ て お り 、 所 定 の 離 間 間 隔 を も っ
て 並 列 に 配 置 さ れ る 複 数 の 主 筋 が 、 上 下 方 向 に 端 部 を 向 か い 合 わ せ る と と も に 、 １ 本 お き
に 機 械 式 継 ぎ 手 を 形 成 し て い る た め 、 構 造 物 の 変 動 軸 力 を 受 け な い 鉛 直 部 材 に 採 用 す る こ
と に よ り 、 安 全 性 を 保 持 し な が ら 、 構 造 物 全 体 の 資 材 コ ス ト を 削 減 で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
図 １ に 示 す よ う に 、 鉛 直 構 造 部 材 １ は 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 に よ り 構 成 さ れ て お り 、 鉛 直
に 延 在 し 、 所 定 の 離 間 間 隔 を も っ て 並 列 に 配 置 さ れ て い る 複 数 の 主 筋 ２ を 備 え て い る 。 こ
れ ら 主 筋 ２ の 下 端 部 に は 、 １ 本 お き に カ プ ラ ー 等 の 機 械 式 継 ぎ 手 部 材 ４ が 取 り 付 け ら れ て
い る が 、 １ 本 お き で あ れ ば 、 必 ず し も 主 筋 ２ の 下 端 部 に 設 け る 必 要 は な く 、 上 端 部 に 設 け
る 構 成 と し て も 良 い 。
【 ０ ０ １ １ 】
上 述 す る 鉛 直 構 造 部 材 １ は 、 構 造 物 の 変 動 軸 力 を 受 け な い 鉛 直 部 材 に 適 用 す る こ と に よ り
、 安 全 で 安 価 に 構 造 物 を 構 築 す る こ と を 可 能 に す る も の で あ る 。 変 動 軸 力 を 受 け な い 鉛 直
部 材 と し て は 、 例 え ば 、 図 ２ に 示 す よ う な 、 構 造 物 ５ の 中 柱 ６ や コ ア ウ ォ ー ル ７ の 耐 震 壁
部 ８ が 考 え ら れ る 。 な お 、 前 記 耐 震 壁 部 ８ に 鉛 直 構 造 部 材 １ を 適 用 す る 場 合 に は 、 変 動 軸
力 の よ り 小 さ い 上 層 階 に 用 い る こ と が 好 ま し い 。
以 下 に 、 前 記 構 造 物 ５ の 中 柱 ６ 、 及 び コ ア ウ ォ ー ル ７ の 耐 震 壁 部 ８ に 鉛 直 構 造 部 材 １ を 適
用 し た 場 合 の 鉛 直 方 向 の 接 合 構 造 を 図 ３ を 用 い て 詳 述 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 前 記 コ ア ウ ォ ー ル ７ は 、 平 板 状 鉛 直 面 を 備 え る 耐 震 壁 部 ８ と 、
該 耐 震 壁 部 ８ の 両 側 に 位 置 す る 柱 部 ９ に よ り 構 成 さ れ て お り 、 前 記 鉛 直 構 造 部 材 １ は 、 耐
震 壁 部 ８ に 適 用 さ れ て い る 。 該 耐 震 壁 部 ８ は 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 上 下 方 向 に 連 接
さ れ た 前 記 鉛 直 構 造 部 材 １ ａ 、 １ ｂ に よ り 構 成 さ れ て お り 、 該 鉛 直 構 造 部 材 １ ａ 、 １ ｂ を
構 成 す る 複 数 の 主 筋 ２ ａ 、 ２ ｂ が 、 端 部 ど う し を 向 か い 合 わ せ る よ う に し て 鉛 直 方 向 で 同
軸 上 に 配 置 さ れ て い る 。 こ こ で 、 前 記 主 筋 ２ ａ 、 ２ ｂ が 端 部 ど う し を 向 か い 合 わ せ る 高 さ
位 置 は 、 構 造 物 ５ の 階 高 の 中 間 部 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
先 に も 述 べ た よ う に 、 上 方 に 位 置 す る 鉛 直 構 造 部 材 １ ａ に 備 え ら れ る 複 数 の 主 筋 ２ ａ の 下
端 部 に は 、 １ 本 お き に 機 械 式 継 ぎ 手 部 材 ４ が 備 え ら れ て お り 、 こ れ と 向 か い 合 う よ う に 下
方 に 配 置 さ れ て い る 鉛 直 構 造 部 材 １ ｂ に 備 え ら れ る 複 数 の 主 筋 ２ ｂ の 上 端 部 が 、 該 機 械 式
継 ぎ 手 部 材 ４ に 嵌 合 さ れ て 、 上 下 に 向 か い 合 う 主 筋 ２ ａ 、 ２ ｂ に は 機 械 式 継 ぎ 手 が 形 成 さ
れ て い る 。 し た が っ て 、 上 下 方 向 に 向 か い 合 い な が ら 、 所 定 の 離 間 間 隔 を も っ て 並 列 に 配
置 さ れ て い る 複 数 の 前 記 主 筋 ２ ａ 、 ２ ｂ は 、 機 械 式 継 ぎ 手 部 材 ４ を 介 し て 機 械 式 継 ぎ 手 を
形 成 さ れ て い る 構 成 が 、 １ 本 お き に 形 成 さ れ て お り 、 そ の 他 は 、 端 部 同 士 を 向 か い 合 わ せ
た ま ま の 状 態 で コ ン ク リ ー ト ３ に 埋 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
こ れ ら 耐 震 壁 部 ８ に は 、 上 下 方 向 に 向 か い 合 い な が ら 、 所 定 の 離 間 間 隔 を も っ て 並 列 に 配
置 さ れ て い る 複 数 の 前 記 主 筋 ２ ａ 、 ２ ｂ の 組 み 合 わ せ が 、 部 材 幅 方 向 に 複 数 列 配 置 さ れ て
い る 。 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 こ れ ら も 同 様 で 、 各 列 毎 で 機 械 式 継 ぎ 手 を 形 成 さ れ て い
る 上 下 方 向 に 向 か い 合 前 記 主 筋 ２ ａ 、 ２ ｂ が 、 １ 本 お き に 配 置 さ れ た 構 成 を 有 し て い る 。
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【 ０ ０ １ ５ 】
上 述 す る 構 成 に よ れ ば 、 前 記 耐 震 壁 部 ８ は 引 張 軸 力 が 作 用 し な い こ と か ら 、 耐 震 壁 部 ８ に
前 述 し た 鉛 直 構 造 部 材 １ を 適 用 し て も 、 応 力 的 に 問 題 が 生 じ る こ と は な く 、 安 全 に 実 施 で
き る も の で あ る 。 な お 、 上 下 に 向 か い 合 う と と も に 、 所 定 の 離 間 間 隔 を も っ て 並 列 に 配 さ
れ る 複 数 の 前 記 主 筋 ２ ａ 、 ２ ｂ は 、 １ 本 お き に 機 械 式 継 ぎ 手 部 材 が 形 成 さ れ て い る た め 、
過 剰 な 力 が 構 造 物 ５ に 作 用 し た 際 に も 、 十 分 な 構 造 耐 力 を 有 す る 構 成 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 ４ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 前 記 中 柱 ６ は 、 上 下 方 向 に 前 記 鉛 直 構 造 部 材 １ ａ 、 １ ｂ が 連 接
さ れ て お り 、 該 鉛 直 構 造 部 材 １ ａ 、 １ ｂ を 構 成 す る 複 数 の 主 筋 ２ ａ 、 ２ ｂ が 、 端 部 ど う し
を 向 か い 合 わ せ る よ う に し て 鉛 直 方 向 で 同 軸 上 に 配 置 さ れ て い る 。 こ こ で 、 前 記 主 筋 ２ ａ
、 ２ ｂ が 端 部 同 士 を 向 か い 合 わ せ る 高 さ 位 置 は 、 構 造 物 ５ の 階 高 の 中 間 部 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
こ れ ら は 前 記 耐 震 壁 部 ８ と 同 様 で 、 上 方 に 位 置 す る 複 数 の 主 筋 ２ ａ の 下 端 部 に は 、 １ 本 お
き に 機 械 式 継 ぎ 手 部 材 ４ が 備 え ら れ て お り 、 こ れ と 向 か い 合 う よ う に 下 方 に 配 置 さ れ て い
る 主 筋 ２ ｂ の 上 端 部 が 、 該 機 械 式 継 ぎ 手 部 材 ４ に 嵌 合 さ れ て 、 上 下 方 向 に 向 か い 合 う 主 筋
２ ａ 、 ２ ｂ に 機 械 式 継 ぎ 手 を 形 成 し て い る 。 し た が っ て 、 上 下 方 向 に 向 か い 合 い な が ら 、
所 定 の 離 間 間 隔 を も っ て 並 列 に 配 置 さ れ て い る 複 数 の 前 記 主 筋 ２ ａ 、 ２ ｂ は 、 機 械 式 継 ぎ
手 部 材 ４ を 介 し て 機 械 式 継 ぎ 手 を 形 成 さ れ て い る 構 成 が 、 １ 本 お き に 形 成 さ れ て お り 、 そ
の 他 は 、 端 部 同 士 を 向 か い 合 わ せ た ま ま の 状 態 で コ ン ク リ ー ト ３ に 埋 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
こ れ ら 中 柱 ６ に は 、 上 下 方 向 に 向 か い 合 い な が ら 、 所 定 の 離 間 間 隔 を も っ て 並 列 に 配 置 さ
れ て い る 複 数 の 前 記 主 筋 ２ ａ 、 ２ ｂ の 組 み 合 わ せ が 、 各 側 面 各 々 に 配 列 さ れ て い る 。 図 ４
（ ａ ） に 示 す よ う に 、 こ れ ら も 同 様 で 、 各 側 面 毎 で 機 械 式 継 ぎ 手 を 形 成 さ れ て い る 上 下 方
向 に 向 か い 合 前 記 主 筋 ２ ａ 、 ２ ｂ が 、 １ 本 お き に 配 置 さ れ た 構 成 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
上 述 す る 構 成 に よ れ ば 、 前 記 中 柱 ６ は 引 張 軸 力 が 作 用 し な い こ と か ら 、 中 柱 ６ に 前 述 し た
鉛 直 構 造 部 材 １ を 適 用 し て も 、 上 下 に 連 接 す る 中 柱 ６ ａ 、 ６ ｂ の 接 合 部 を 階 高 の 中 間 部 付
近 に 配 置 す れ ば 、 曲 げ モ ー メ ン ト も 極 小 さ く な る た め 、 応 力 的 に 問 題 が 生 じ る こ と は な く
、 安 全 に 実 施 で き る も の で あ る 。 な お 、 上 下 に 向 か い 合 う と と も に 、 所 定 の 離 間 間 隔 を も
っ て 並 列 に 配 置 さ れ た 前 記 主 筋 ２ ａ 、 ２ ｂ は 、 １ 本 お き に 機 械 式 継 ぎ 手 部 材 が 形 成 さ れ て
い る た め 、 過 剰 な 力 が 構 造 物 ５ に 作 用 し た 際 に も 、 十 分 な 構 造 耐 力 を 有 す る 構 成 を 有 し て
い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 発 明 の 効 果 】
請 求 項 １ 記 載 の 鉛 直 構 造 部 材 に よ れ ば 、 鉛 直 方 向 に 延 在 し 、 所 定 の 離 間 間 隔 を も っ て 並 列
に 配 置 さ れ た 複 数 の 主 筋 を 備 え る 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 の 鉛 直 構 造 部 材 の 連 結 構 造 で あ っ て
、 前 記 鉛 直 構 造 部 材 が 、 鉛 直 方 向 で 同 軸 と な る よ う に 上 下 に 連 続 し て 複 数 建 て 込 ま れ て お
り 、 下 方 に 位 置 す る 鉛 直 構 造 部 材 の 主 筋 の 上 端 部 が 、 上 方 に 位 置 す る 鉛 直 構 造 部 材 の 主 筋
の 下 端 部 に 向 か い 合 う と と も に 、 １ 本 お き に 機 械 式 継 ぎ 手 部 材 を 介 し て 機 械 式 継 ぎ 手 を 形
成 さ れ る こ と か ら 、 簡 略 な 構 成 で 上 下 方 向 の 連 接 を 行 う こ と が で き 、 施 工 性 も 良 い た め 、
構 造 物 の 変 動 軸 力 を 受 け な い 鉛 直 部 材 に 適 用 す る こ と に よ り 、 安 全 で 安 価 に 構 造 物 を 構 築
す る こ と が 可 能 と な る 。
ま た 、 継 ぎ 手 部 材 の 数 量 を 約 ５ ０ ％ 削 減 す る こ と が で き る た め 、 大 幅 な 工 費 削 減 を 実 施 す
る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
請 求 項 ２ ま た は ３ に 記 載 の 鉛 直 構 造 部 材 の 連 結 構 造 に よ れ ば 、 前 記 鉛 直 構 造 部 材 が 、 高 層
も し く は 超 高 層 の 構 造 物 の 中 柱 に 用 い ら れ て お り 、 該 鉛 直 構 造 部 材 を 構 成 す る 主 筋 の 継 ぎ
手 が 、 階 高 の 中 央 近 傍 に 配 置 さ れ る 。
も し く は 、 前 記 鉛 直 構 造 部 材 が 、 高 層 も し く は 超 高 層 の 構 造 物 に 備 え ら れ る コ ア ウ ォ ー ル
の 耐 震 壁 部 に 用 い ら れ て お り 、 該 鉛 直 構 造 部 材 を 構 成 す る 主 筋 の 継 ぎ 手 が 、 階 高 の 中 央 近
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傍 に 配 置 さ れ る 。
こ れ に よ り 、 鉛 直 部 材 が 変 動 軸 力 を 受 け な い 構 造 物 の 鉛 直 部 材 に 適 用 さ れ る た め 、 変 動 軸
力 を 受 け な い 応 力 的 に 問 題 が 生 じ る こ と は な く 、 安 全 に 鉛 直 構 造 部 材 を 構 造 物 に 適 用 す る
こ と が 可 能 と な る 。 ま た 、 上 下 に 連 接 す る 前 記 主 筋 ２ ａ 、 ２ ｂ は 、 １ 本 お き に 機 械 式 継 ぎ
手 部 材 が 形 成 さ れ て い る こ と か ら 、
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 鉛 直 構 造 部 材 の 詳 細 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 鉛 直 構 造 部 材 を 使 用 で き る 構 造 物 の 部 位 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 鉛 直 構 造 部 材 を 耐 震 壁 に 用 い た 場 合 の 事 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 鉛 直 構 造 部 材 を 中 柱 に 用 い た 場 合 の 事 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 鉛 直 構 造 部 材
２ 　 主 筋
３ 　 コ ン ク リ ー ト
４ 　 機 械 式 継 ぎ 手 部 材
５ 　 構 造 物
６ 　 中 柱
７ 　 コ ア ウ ォ ー ル
８ 　 耐 震 壁 部
９ 　 柱 部
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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